
＜２月の予定＞ 

 

２/３ （金）   節分 

２/７ （火）   身体測定（０歳児） 

２/１３（月）   ０歳児保護者会 

２/１４（火）   １歳児保護者会 

２/１６（木）   ０歳児健診・避難訓練 

２/２０（月）～２４日（金） 

          ２歳児個別面談 

２/２１（火）   身体測定（全園児） 

２/２４（金）   レストランごっこ 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                     

  ＜３月の主な予定＞ 

３/3 （金） ひなまつり 

3/17（金） お別れ会 

3/25（土） ２歳児修了式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                     

 
 

ひまわりベビールーム小竹向原 

平成２９年２月１日 

 

寒い日が続いていますが日中は穏やかな日もあり、散歩に出ると木々の芽が少しずつ膨らみ

始めているのがみられます。  

１月は発熱をするなど体調を崩す子がみられました。インフルエンザなどの感染症も流行ってお

りますので、生活のリズムを整えて健康に過ごせるよう、園とご家庭で協力していきましょう。 

今年度も残すところあと 2 ヶ月となりました。日々の生活や遊びを大切に、子どもたちの成長を

見守りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

 

 

 

   

 

 

節分 

 

「節分」のもとになったのは、病気や災害の象徴である鬼を追い払う、中国から伝わった「鬼やら

い」という行事です。次第に形をかえて一般化していき、現在のような豆まきとなったといわれてい

ます。保育園でも、悪いもの（鬼）を追い出して福を招こうという願いを込めて、子どもたちと一緒に

紙で作った豆をまいて行事に親しみます。“鬼”はその風貌から子どもたちにとっては怖い存在で

はありますが、保育士が鬼の役になっていることを知らせた上で、楽しく豆まきが出来るようにした

いと思います。 

 

２月 園だより 



運営委員会を終えて 

 １月１８日（水）に運営委員会を開催いたしました。今年度の第三者評価利用者アンケートの結

果をもとに、委員の方からのご意見を頂戴いたしました。詳細は、議事録にて配布いたしますので

ご覧下さい。 

 その中で、お迎え時の引渡しの仕方の変更のご提案をさせていただきました。内玄関対応を基

本としながらも、現状は混み合ってしまう時間帯はテラスでお子さんを引き渡しております。混雑の

解消やプライバシーへの配慮から、今後お迎えが重なってしまう時間帯には、保育室内に入って

いただくようにしたいと思います。あらためてご説明や個別にお声かけもいたしますので、ご理解

ご協力をお願いいたします。 

 

キッズガーデン小茂根に遊びにいきました 

 １２月のおもちつきに続き、ひまわり組の子どもたちは１月に小茂根の“お店やさんごっこ”に招

かれて行ってきました。最初は少し緊張した様子がみられましたが、おかし屋さん・電気屋さん・ア

イスクリーム屋さん・パン屋さんに扮した幼児さんたちに声を掛けてもらうと自分から近寄り、「これ

ください」と声を出して嬉しそうにやり取りする姿がみられました。受け取った品物をその場でおい

しそうに食べる真似をしたり、一つひとつ大事そうに袋にしまったりする姿がみられました。小茂根

の子どもたちも親しみを持って優しく接してくれて、ベビールームの子どもたちにとって年齢の大き

い子どもたちとの関わりが広がり、楽しい経験となりました。 

  

 

 

 

毎日、子どもたちは午前中の散歩や遊びのあとの給食の時間が楽しみです。ひまわり・たんぽ

ぽ組は手洗いを済ませると嬉しそうに自分から椅子に座る姿がみられ、最近はつくし組の子たち

も「ごはんにしようね」という言葉を聞いて椅子に座ろうとしています。 

「○○が食べたい」「食事が楽しみ」という思いはとても大事で、並べられた給食を子どもたちは

わくわくした表情で見て、保育者と一緒に「今日は○○だね」「おいしそうだね」などと話しています。

１月から、より「おいしさ」を感じられるよう、栄養士が保育室で温かいご飯を一人ずつ目の前でよ

そってあげるようにしています。１歳児は嬉しそうに自分から空のお茶碗を差し出し、２歳児では

「多めにね」などリクエストする姿もみられました。ホカホカのご飯を見たり匂いをかいだり、作った

人とやり取りしたりするのも食べる意欲に繋がっていく様子です。 

 

保護者会や個別面談では、お家でなかなか食べてくれずに困っています、などというお話をよく

伺います。みんなで食卓を囲んで団欒しながら楽しく食べると共に、食事前の子どもたちの「食べ

たい」気持ちに気付いて、語りかけたり関わったりするのも良いと思います。 

 

  


